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平成 20 年 10 月 31 日 

株 式 会 社 中 電 工 

 

 平成 2１年 3 月期 第 2 四半期決算について  

 

１．業績概要（連結） 

 

（１）売 上 高 

当第2四半期累計期間は景気後退感が強まり受注競争が一段と熾烈化する厳しい状況のなか

で、提案営業の推進など積極的な営業活動を展開し、受注の確保に努めました結果、売上高は

52,700 百万円となり、前年同期と比べ 2,274 百万円の増収となりました。 

 

（２）営業利益 

営業利益につきましては、採算性の向上に向けた原価低減の一層の徹底に努めましたが、757

百万円の損失となり、前年同期と比べ 225 百万円の減益となりました。 
 

（３）経常利益 

効率的な資金運用等に努めましたが、経常利益は 1,800 百万円となり、前年同期と比べ 528

百万円の減益となりました。 
 

（４）四半期純利益 

四半期純利益は、当社が保有する有価証券の評価損を特別損失として計上したことにより

3,770 百万円の損失となり、前年同期と比べ 5,161 百万円の減益となりました。 

 
連結経営成績                   （単位：百万円…未満切捨） 

前第 2四半期

連結累計期間

当第 2四半期

連結累計期間

(19.4.1～  (20.4.1～  
区 分 

19.9.30) 20.9.30)

増減額 増減率 

売 上 高 50,425 52,700 2,274 4.5％

営 業 利 益 △ 532 △ 757 △ 225 － 

経 常 利 益 2,328 1,800 △ 528 △ 22.7％

四 半 期 純 利 益 1,390 △ 3,770 △ 5,161 － 

 
（参考）中電工個別の経営成績           （単位：百万円…未満切捨） 

前第 2四半期

累計期間 

当第 2四半期

累計期間 

(19.4.1～  (20.4.1～  
区 分 

19.9.30) 20.9.30)

増減額 増減率 

売 上 高 46,169 48,137 1,968 4.3％

営 業 利 益 △ 655 △ 793 △ 138 － 

経 常 利 益 2,219 1,779 △ 439 △ 19.8％

四 半 期 純 利 益 1,375 △ 3,770 △ 5,146 － 

報 道 資 料 
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２．事業の状況（個別） 

中電工個別の部門別、得意先別の完成高は下表のとおりです。 
 
（１）部門別完成実績                           （単位：百万円…未満切捨） 

前第 2四半期累計期間 当第 2四半期累計期間  

区 分 (19.4.1～ 

19.9.30)

構成比

％

(20.4.1～ 

20.9.30)

構成比

％ 

（△） 

増 減 
増減率

％

配 電 線 工 事 10,730 23.3 11,716 24.3 986 9.2 

発 送 変 電 工 事 1,725 3.8 1,243 2.6 △ 481 △ 27.9 

情 報 通 信 工 事 1,635 3.5 1,705 3.6 70 4.3 

一般内外線工事 25,040 54.2 26,040 54.1 999 4.0 

空 調 管 工 事 7,037 15.2 7,431 15.4 393 5.6 

合 計 46,169 100.0 48,137 100.0 1,968 4.3 
 
（２）得意先別完成実績                          （単位：百万円…未満切捨） 

前第 2四半期累計期間 当第 2四半期累計期間  

区 分 (19.4.1～ 

19.9.30)

構成比

％

(20.4.1～ 

20.9.30)

構成比

％ 

（△） 

増 減 
増減率

％

中 国 電 力 ㈱ 13,203 28.6 13,981 29.0 777 5.9 

官 公 庁 3,561 7.7 1,518 3.2 △ 2,042 △ 57.4 

一 般 民 間 29,405 63.7 32,637 67.8 3,232 11.0 

合 計 46,169 100.0 48,137 100.0 1,968 4.3 
 
 
３．通期の業績予想 

通期の業績見通しにつきましては、下表のとおりです。 

受注競争の熾烈化が更に強まると予想されるなか、提案営業の推進など積極的な営業活動を展

開し、受注の確保・拡大を図るとともに、採算性の向上に向けた原価低減の一層の徹底に努めて

おります。 

当期純利益につきましては、当社の退職給付資産の充実を目的とした退職給付信託への拠出に

伴う特別利益の計上を予定しているものの、第 2四半期連結累計期間において計上した特別損失

の影響により、通期においても連結当期純損失を計上する見込みとなりました。 

今後とも、積極的な営業活動の展開、原価低減の一層の徹底、資産のスリム化等も行い可能な

限り収支均衡を図る所存であります。 
 
（１）通期連結業績予想                （単位：百万円…未満切捨） 

区 分 20 年 3 月期実績 21 年 3 月期予想 対前年増減率 

売 上 高 131,699 132,000 0.2％ 

営 業 利 益 2,232 1,400 △ 37.3％ 

経 常 利 益 6,686 5,100 △ 23.7％ 

当 期 純 利 益 3,507 △ 600 －  

 
（２）通期個別業績予想                （単位：百万円…未満切捨） 

区 分 20 年 3 月期実績 21 年 3 月期予想 対前年増減率 

受 注 高 （ 参 考 ） 124,956 127,000 1.6％ 

売 上 高 121,103 122,000 0.7％ 

営 業 利 益 1,770 1,200 △ 32.2％ 

経 常 利 益 6,240 4,900 △ 21.5％ 

当 期 純 利 益 3,342 △ 700 －  
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４．配当金 

 

中間配当金並びに期末の配当予想は下表のとおりです。 

 中間配当金 期末配当金 年間配当金 備考 

１株当たり配当金 10 円 00 銭 10 円 00 銭 20 円 00 銭 普通配当 

 
以  上 


